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新しいナノ材料！
両親媒性「液晶」高分子ナノ集合体

本技術の特徴・従来技術との比較

用途・応用分野

研究者特許・論文

技術の概要

＜特許＞

「両親媒性液晶化合物、ミセル、及びそれらの利用」
（特許第5397822号）
※国立研究開発法人科学技術振興機構との
共同出願

世界初の両親媒性液晶高分子ナノ集合体は、水に分散した水分散型サーモトロピック液晶

であり、従来の液晶とはまったく異なる新分野での応用が期待できる。また、この高分子集合
体はナノ粒子構造を崩壊させることなく内部の液晶構造の変化によって薬物を放出できるた
め、徐放型薬物キャリアとしてドラッグデリバリーシステム（DDS）への応用が期待できる。

１）側鎖に剛直な疎水鎖と親水鎖とを有する両親媒性液晶高分子は、体温付近の温度で分
子の配向性が高い液晶状態から配向性の低い等方相状態に変化する

２）液晶高分子集合体は、刺激に応答してもナノ粒子構造は維持されるという特徴を有して
おり、薬物を徐々に放出する徐放型DDSキャリアとして期待できる

３）従来の両親媒性高分子は、疎水性薬物のDDSキャリアとしての応用が検討されているが、
液晶構造の変化で薬剤の放出を制御できるものはない

４）水分散型液晶としても世界で始めての高分子であり、新規分野での応用が期待できる

１）疎水性のメソゲン基と親水性のポリエチレ

ングリコール鎖とをポリメチルシロキサンの
側鎖に導入することにより、体温付近で液
晶構造が変化する両親媒性高分子（LCP-
g-PEG）を合成した

２） LCP-g-PEGは水中において大きさが揃った

ナノサイズの集合体を形成した。この集合
体は温度変化による粒径の変化がなく、液
晶相転移温度以上でもナノ粒子構造を維
持する。従来の温度応答型高分子ミセルと
は異なって転移点で集合体が崩壊しない

３）液晶高分子集合体は、温度変化による液

晶構造の変化を利用して薬物放出量をコ
ントロールすることができる

４）液晶高分子ミセルは、生体適合性を有し、

細胞とともにインキュベートすることにより、
細胞内への導入が可能である
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